
きょうと地域連携交付金　自己評価調書（令和5年度分）

　団体名： 相楽東部広域連合
（千円）

交付金
充当額

1

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

仮想化基盤機器保守延長
事業

【事業の目的】
　庁内で利用している仮想化基盤機器の保守期限が迫っている
ため、保守延長を実施する。

【事業の内容】
　現行仮想化基盤機器の保守延長を行う

598 298 　保守延長を実施することにより、機
器に不時の故障が発生した場合、業務
委託業者より速やかに技術員を派遣
し、必要な保守業務を実施させる。

　保守延長を行うことにより今までと
同様の環境で業務を行うことができ、
連合･町村間やその他関係機関との積極
的且つ効率的な連携が可能となった。

2

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

FW機器更新保守事業

【事業の目的】
　現行のFWが更新期限を迎えることから、当該機器の更新作業
及び保守等を行う。

【事業の内容】
　FW機器更新及び保守委託

243 121 　各町村教育委員会の事務を行ってい
るためセキュリティ対策は現状と同様
レベルが必須である。FortiGate100Dの
機器更新により現状と同じセキュリ
ティ対策を維持することができる。

　機器更新及び保守を行うことにより
今までと同様のセキュリティ対策を構
築でき、連合･町村間やその他関係機関
との積極的且つ効率的な連携が可能と
なった。

3

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

仮想化基盤更新保守事業

【事業の目的】
　現行の仮想化基盤が更新期限を迎えることから、当該機器の
更新作業及び保守等を行う。
　
【事業の内容】
　仮想化基盤更新及び保守委託

4,768 2,178 　機器更新を実施することにより、連
合内部の機密情報を管理し、現状と同
じネットワーク環境で事務を行うこと
が出来る。
さらに、保守業務も併せて実施するこ
とから、機器に不時の故障が発生した
場合、業務委託業者より速やかに技術
員を派遣し、必要な保守業務を実施さ
せる。

　機器更新を行うことにより今までと
同様のネットワーク環境で業務を行う
ことができ、連合･町村間やその他関係
機関との積極的且つ効率的な連携が可
能となった。

4

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

中間サーバ関連端末更新
事業

【事業の目的】
　現行の中間サーバ関連端末がOSのメーカーサポート終了が近
づいており更新時期を迎えることから、更新作業を行う。

【事業の内容】
　中間サーバ管理端末及び中間サーバ接続端末の更新

1,195 597 　端末更新によりマイナンバーを使っ
た業務が現状と同じネットワーク環境
で行うことができる。

　機器更新を行うことにより今までと
同様のネットワーク環境で業務を行う
ことができ、連合･町村間やその他関係
機関との積極的且つ効率的な連携が可
能となった。

5

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

広報「れんけい」作成事
業

【事業の目的】
　構成町村（笠置町、和束町、南山城村）で発行している広報
「れんけい」の作成業務委託事業

【事業の内容】
　広報紙「れんけい」の作成業務委託

3,250 1,623 　令和5年6月号よりリニューアルを
行った。リニューアルの内容として
は、白黒ページだった紙面をオールカ
ラーにするとともに、紙面1ページ当た
りの文字量を減少させ読みやすい紙面
に変更。
また、特集記事の追加を行い、各町村
及び当連合がPRしたい内容を掲載する
ことにより住民への情報発信力を高め
ることを目標とする。

　リニューアル後住民の方からは、紙
面オールカラーにすることで読みやす
くなったなどの意見をいただいた。
　
　また、特集記事については住民の方
を特集することもあり、町のために前
向きな活動や仕事をされている方を取
り上げ掲載することにより、町内外に
発信することが出来た。

6

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

南山城小学校公用車購入
事業

【事業の目的】
　南山城小学校の送迎に使用している公用車の老朽化が進んで
おり、度々修理を繰り返している状態。安全な利用を図るため
新車を購入する。

【事業の内容】
　南山城小学校公用車の購入

3,047 1,523 　今回購入する公用車は生徒の送迎及
び小中学校の連携事業での児童･生徒の
移動を主な用途としている。新車を購
入することによって、故障による事業
の停滞を防ぎ、また児童･生徒に快適な
移動を提供できるようになる。

　小中学校の連携事業(小学校同士、小
中学校の連携等)は連合管内の小規模校
の特性を活かした事業で、町村の枠を
越えた積極的な交流を進めることによ
り、児童･生徒の健全な育成に資する事
業である。連携事業において、学校間
の移動に利用する公用車について新車
を購入することにより、車両の故障等
による事業の停滞を防止することがで
た。

No
自己評価

（事業の効果等）
事業種別 分野 事業名

事業費
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（主な実績等）



7

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

無線アクセスポイント設
置事業

【事業の目的】
　各小中学校でタブレットを用いた授業やテストを行っている
なか、インターネットの通信速度が極めて遅く、授業に支障が
出ている状況。無線アクセスポイントを増強することでイン
ターネットアクセスを分散させ回線速度の増速が可能となる。

【事業の内容】
　連合管内小中学校(笠置小学校、和束小学校、南山城小学校、
笠置中学校、和束中学校)に無線アクセスポイントを設置

1,642 727 　GIGAスクール構想の実現として誰も
がいつでも使いこなせる環境を整備
し、児童生徒の学び方を変えることを
目標としている。無線アクセスポイン
トを増強することでインターネットア
クセスを分散させ回線速度の増速が可
能となることから、インターネットを
使った授業が改善された。

　各小中学校でteamsを活用した合同授
業や教員同士の会議等が滞りなく行う
ことができ、さらなる学校間での連携
及び教員同士の共有が可能となる。

8

市町村間連携
推進事業

交流と
連携

和束小学校会議室エアコ
ン改修事業

【事業の目的】
　和束小学校会議室に設置のエアコンを改修する。

【事業の内容】
　和束小学校会議室エアコン改修

943 153 　改修工事により安心して会議・研修
会に会議室を使用することができる。
換気の徹底・熱中症対策の両面からも
改修を行うことで教員及び地域住民の
快適さと安全を確保する。

　相楽東部広域連合では構成町村小学
校教員が一校に集結し会議を行うこと
が多く、和束小学校も会議、研修の会
場となっている。空調設備の改修によ
り気温の上昇による会議の妨げが無く
なり、また三校教員の熱中症への懸念
も軽減することができた。


